
第６２６号２０２３年（令和５年）５月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（３）

　
テ
レ
ビ
報
道
の
分
野
で
長

年
活
躍
す
る
文
学
部
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
松
原
文
枝

特
任
教
授
が
監
督
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ハ
マ

の
ド
ン
』
特
別
試
写
会
が
４

月
19
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、
学
生
や
教
職
員

が
鑑
賞
し
た
。

　
横
浜
へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
を

阻
止
す
る
た
め
に
立
ち
上
が

っ
た
「
ハ
マ
の
ド
ン
」
こ
と

藤
木
幸
夫
氏
に
密
着
し
た
作

品
で
、
松
原
特
任
教
授
は
、

「
今
取
材
し
て
い
る
こ
と
が

後
々
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ

て
く
る
の
か
、
分
か
ら
な
い

ま
ま
に
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け

た
」
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

制
作
の
難
し
さ
、
先
入
観
を

排
除
し
て
取
材
に
臨
む
姿
勢

の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

　
鑑
賞
し
た
和
田
嘉
悠
さ
ん

（
文
３
）は
、「
カ
ジ
ノ
関

係
者
の
証
言
な
ど
、
こ

の
問
題
に
関
し
て
初
め

て
知
る
話
も
多
く
、
興

味
深
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

　
映
画
は
、
５
月
５
日

か
ら
全
国
公
開
さ
れ
て

い
る
。

事
実
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

民
主
主
義
を
運
営
す
る
た

め
の
ニ
ュ
ー
ス
の
見
方

澤
康
臣

著

　
報
道
と
広
報
を
分
か
つ
の

は
何
か
。
ニ
ュ
ー
ス
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
差
は
何
か
｜
｜
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
な
ぜ
必
要
か
を

考
え
る
書
で
あ
る
。

　
実
例
を
多
数
紹
介
し
た
。

東
京
医
大
の
女
性
差
別
入

試
、
富
山
市
議
た
ち
の
政
務

活
動
費
不
正
な
ど
調
査
報
道

の
裏
側
も
、
米
国
で
倫
理
問

題
の
論
議
と
な
っ
た
報
道
も

実
在
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

「
実
録
」
を
基
本
と
し
た
。

　
本
書
は「
民
主
主
義
の『
運

営
側
』」と
い
う
生
硬
な
表
現

を
あ
え
て
繰
り
返
す
。
私
た

ち
市
民
は
社
会
の
お
客
様
で

は
な
い
、
主
権
者
で
あ
り
参

加
と
自
治
の
主
人
公
だ
と
訴

え
る
。
そ
こ
に
報
道
の
、
エ

ン
タ
メ
や
生
活
情
報
を
超
え

る
意
味
が
あ
る
。

　
だ
か
ら
良
い
報
道
を
渇
望

す
る
市
民
で
あ
り
た
い
。
そ

し
て
、
そ
ん
な
市
民
に
な
ろ

う
と
す
る
学
生
た
ち
の
支
え

に
し
て
ほ
し
い
本
で
あ
る
。

（
幻
冬
舎
新
書
・
税
込
み
１

１
０
０
円
）

著
者
（
さ
わ
・
や
す
お
み
）

文
学
部
教
授
。
新
聞
学
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
。

環
境
財
務
会
計
各
論

植
田
敦
紀

著

　
環
境
財
務
会
計
領
域
で

は
、
環
境
会
計
情
報
を
財
務

会
計
制
度
の
中
で
適
正
に
認

識
す
る
こ
と
を
追
究
す
る
。

本
領
域
全
般
に
つ
い
て
は
２

０
０
８
年
拙
著
『
環
境
財
務

会
計
論
』
に
お
い
て
論
考
済

み
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
15

年
経
過
し
、
そ
の
後
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
し
て
各
論

を
追
筆
刊
行
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
11
年
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
１

原
発
事
故
に
よ
る
土
壌
汚
染

の
会
計
、
今
後
廃
炉
が
進
む

原
子
力
発
電
施
設
の
廃
炉
の

会
計
、
更
に
39
年
ご
ろ
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄
が
予

測
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
除
去
債
務
の
会
計
、
ま
た

温
暖
化
対
策
と
し
て
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
た
排
出

量
取
引
お
よ
び
各
種
カ
ー
ボ

ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
論

述
し
た
。

　
私
自
身
の
研
究
は
、
環
境

会
計
、
環
境
財
務
会
計
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
会
計
へ
と

進
み
、
本
年
『
環
境
会
計
各

論
』、
本
書
、『
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
会
計
論
』
の
３
冊
の

刊
行
に
至
っ
た
。
広
い
視
野

で
真
に
社
会
に
お
い
て
必
要

な
会
計
を
探
究
し
て
い
き
た

い
。（
専
修
大
学
出
版
局
・

税
込
み
３
７
４
０
円
）

著
者
（
う
え
だ
・
あ
つ
き
）

商
学
部
教
授
。
会
計
学
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
会
計
研

究
。

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
複

数
の
言
語
を
学
び
多
様
な
文
化
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
。
小
林
あ
い
さ
ん
（
国
コ

ミ
ュ
３
）

写
真

は
入
学
後
、
本
格
的

に
中
国
語
の
勉
強
を
始
め
、
２
年
次
の
秋

に
は
中
国
政
府
公
認
の
中
国
語
検
定
試
験

「
漢
語
水
平
考
試（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
）」５
級
を
取
得

し
た
。
今
年
３
月
か
ら
８
月
ま
で
、
学
部

の
海
外
研
修
留
学
で
台
湾
に
。「
学
ん
だ

中
国
語
を
生
か
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
た
い
」と
話
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
学
び
た
い
と
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
入
学

し
た
小
林
さ
ん
。
１
年
次
か
ら
中
国
語
、

英
語
の
ほ
か
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、ド
イ
ツ

語
、ベ
ト
ナ
ム
語
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
同
学
科
は
全
員
の
留
学
を
必
修
と
し
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
小
林
さ
ん

た
ち
の
学
年
は
１
年
延
期
さ
れ
た
。
そ
の

時
間
を
有
効
に
使
い
、
留
学
前
に
検
定
試

験
に
挑
戦
し
よ
う
と
２
年
次
に
な
る
前
か

ら
本
格
的
に
勉
強
を
始
め
た
。
５
月
に
４

　
２
０
２
２
年
度
千
代
田
学

「
文
化
的
多
様
性
を
持
つ
千

代
田
区
の
国
際
性
に
関
す
る

調
査
・
研
究
」
の
成
果
を
ま

と
め
た
冊
子
が
完
成
し
た
。

学
生
と
地
域
の
人
々
そ
し
て

世
界
各
地
の
人
々
を
結
び
付

け
よ
う
と
い
う
試
み
で
、
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
の
根
岸
徹
郎
教
授
が
研
究

代
表
を
務
め
、
同
学
部
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
教
員
や
学
生
た
ち
が
参

加
し
た
。

　
千
代
田
学
は
、
区
と
区
内

の
大
学
な
ど
が
連
携
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
象
を
多
彩
な
切

り
口
で
調
査
・
研
究
す
る
。

今
研
究
で
は
、
学
生
た
ち
が

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
。

　
メ
キ
シ
コ
大
使
館
と
の
連

携
に
よ
る
「
死
者
の
日
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
祭
壇
の
作
成

（
10
月
）、
フ
ラ
ン
ス
の
ク

リ
ス
マ
ス
飾
り
「
ク
レ
ッ
シ

ュ
」
の
展
示
（
12
月
）、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
江

戸
東
京
ガ
イ
ド
の
会
と
の
連

携
に
よ
る
永
田
町
ツ
ア
ー

（
１
月
）
な
ど
で
、
学
生
た

ち
は
文
化
的
多
様
性
や
歴
史

に
つ
い
て
体
験
し
な
が
ら
学

ん
だ
。
ま
た
、
複
数
の
ゼ
ミ

が
都
市
社
会
学
な
ど
の
観
点

か
ら
神
保
町
界
隈
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
冊
子
で
は
こ
れ
ら
の
活
動

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
教

員
に
よ
る
コ
ラ
ム
も
掲
載
し

た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
応
援
す
る
サ

イ
ト
「
ち
よ
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ラ
ボ
」
で
も
活
動
内
容
を

動
画
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
代
表
を
務
め
た
根
岸
教
授

は
「
冊
子
は
活
動
の
記
録
で

あ
る
と
と
も
に
、
千
代
田
区

の
持
つ
多
様
性
・
国
際
性
を

見
直
す
た
め
の
ガ
イ
ド
で
も

あ
る
。
学
生
の
知
的
好
奇
心

へ
の
軌
跡
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
更
に
こ
の
テ
ー
マ
を
深
化

さ
せ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の

足
掛
か
り
に
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ

Ｄ
Ｆ
を
閲
覧
で
き
る
。 級

、
10
月
に
５
級
を
受
験
し
、
見
事
合

格
。
Ｈ
Ｓ
Ｋ
は
初
級
の
１
級
か
ら
最
難
関

の
６
級
ま
で
あ
り
、
中
国
語
が
専
門
の
土

屋
昌
明
教
授
に
よ
る
と
「
５
級
は
半
年
以

上
の
留
学
後
に
取
れ
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
」

だ
と
い
う
。

　
小
林
さ
ん
は
「
日
本
語
と
中
国
語
の
表

記
の
似
て
い
る
部
分
を
発
見
し
比
較
す
る

の
は
楽
し
い
」
と
話
す
。
語
学
上
達
の
コ

ツ
は
「
音
読
を
し
て
書
き
取
る
の
が
一

番
」
だ
と
い
う
。

　
と
は
い
え
、
中
国
語
話
者
と
話
す
と
ス

ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
も
。
留

学
先
の
台
湾
で
も
「
最
初
は
自
分
の
会
話

力
・
語
彙
力
が
低
く
て
苦
労
し
た
」
と
い

う
。
徐
々
に
地
元
の
人
た
ち
と
交
流
が
広

が
り
、
今
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
会
話
も

楽
し
ん
で
い
る
。

　「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

は
、
複
数
の
言
語
を
学
べ
る
こ
と
が
魅

力
。
授
業
以
外
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ア

で
海
外
の
新
聞
を
見
た
り
、
神
田
古
書
店

街
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
書
籍
を
探
し
た
り

す
る
の
も
楽
し
み
」
と
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

中
国
語
検
定

５
級
を
取
得

「失敗恐れず、たくさんの

人と交流したい」

小
林
あ
い
さ
ん（
３
年
次
）

世
界
に
羽
ば
た
く
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

台湾の国立中山大学に留学中の国コミュ２、３年次生

制作意図を話す松原特任教授

▶
　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
こ
ち
ら
か
ら

活動まとめた冊子完成

2022年度千代田学

監督の松原特任教授

制作の思い語る

ドキュメンタリー映画

『ハマのドン』特別試写会

23
年
度
長
期
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２
期
）

　
２
０
２
３
年
度
長
期
交
換
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２
期
）
の

留
学
生
が
決
ま
っ
た
。
留
学
先

と
派
遣
期
間
、
氏
名
、
学
部
学

年
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
英
語
圏
】

■
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
、
６

月
〜
24
年
３
月
）

山
崎
莉
咲
（
経
済
４
）
▽
才
津

真
稀
偲
（
経
営
２
）
▽
中
野
さ

く
ら
（
文
３
）

■
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
（
カ
ナ

ダ
、
４
月
〜
24
年
４
月
）

佐
藤
彩
（
法
４
）
▽
藤
原
光
希

（
商
２
）
▽
岩
本
彩
花
（
国
コ

ミ
ュ
４
）

■
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

６
月
〜
24
年
４
月
）

佐
久
川
栄
登
（
経
済
２
）

奥
村
経
世
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長（
右
）

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
７
人

風薫る青空の
キャンパス

　今年度はほとんどの授業が対面
で行われており、キャンパスには
コロナ前の活気が戻った。写真は
生田キャンパス８号館屋上。


